




 

 

学びの場としての学術雑誌塾 

 
 

1985年11月9日、4名の塾生で学術雑誌塾を始めました。きっかけは、同年夏の「医

学図書館員研究集会」(JMLA)でした。そこで知り合った若い人達と、学術雑誌を対象

にした自主的な勉強会を立ち上げることにしました。 

医学系図書館で働くと、学術誌とそれを取り巻く科学コミュニケーションに関する

知識の必要性を実感します。第1回の塾では、今後1年間の学術雑誌研究の予定が示さ

れ、歴史と生態学的な視点から接近を試みています。プログラムのモデルは、慶應義

塾大学大学院で受けた津田良成先生の情報メディア論であり、「キー論文の訳読、調査、

論文作成、発表」を行う内容としました。6回目になると3名の女子塾生が加わりまし

た。塾は毎月の例会だけでなく、合宿を行い、例会後の飲み会を含め交流の場としま

した。塾での成果は、できるだけ医学情報サービス研究大会などで口頭発表し、最終

的には論文化することを、あたりまえとして取り組んだものです。また、私の付き合

いの範囲ですが、異なる世代の人々や異なる業種の専門家と出会う機会も企画しまし

た。この塾は5年間の活動の後、休止となりました。塾生が増えるにつれ、勉強を目的

としない参加も出てきたこともあり、自主的な学びの場という前提を確認する必要も

ありました。 

塾を振り返り、通信や塾報、塾訳などを読み返し、純粋で大切な時間を過ごせたと

思います。愛知淑徳大学の大学院やゼミは、塾の経験を発展させたもので、教育の原

点であったと思います。今回、学術雑誌塾の全仕事をまとめる機会を得ました。私た

ちは何を考え、どこまで歩いていこうとしたのか。そして、どこまで歩いたのか。こ

の電子版は、次の世代へ問いかけるための素材を提供しています。 

 

学術雑誌塾塾長 

愛知淑徳大学名誉教授 

山崎 茂明 
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学術雑誌塾の思い出 

 

－ 2019 年寄稿 － 

（順不同） 



 

 

塾長、山崎茂明さん 

―我が師と歩んだ図書館員人生― 

 

 

 私は塾と言えば初めに吉田松陰の「松下
しょうか

村塾
そんじゅく

」をイメージします。松下村塾は江

戸時代末期に長州萩
はぎ

にあった私塾で、幕末より明治期の日本を主導した人材を輩出し

たことで知られています。また、松下幸之助の「政経塾」や俳優の仲代達矢が主宰

し、妻で女優の宮崎恭子が創立した「無名塾」などが浮かびます。 

私の塾といえば小学生当時通ったそろばん塾から始まり、英語塾、剣道塾、美術塾

を思い出します。そして数十年後、学術雑誌塾になります。 

松下村塾、政経塾、無名塾の設立は、いずれも主宰者の強いリーダーシップによる

ものと思われます。同様に学術雑誌塾も山崎茂明塾長の強いリーダーシップが大きか

ったと思います。私がまだ30代はじめに山崎塾長に巡り会えた事は幸運でした。人を

育てる情熱があり、自らも率先して論文を執筆し、私にライブライアンとしてのお手

本を見せてくださいました。当時の山崎塾長の姿に若い人を育てたい、学術雑誌塾を

主宰したいという情熱を感じていました。 

山崎塾長と出会ってから40年が過ぎました。私は山崎塾長の5歳年下で、多くの委

員会で同席し様々な協議を共に務めてきました。生物医学図書館員研究会代表幹事、

医学図書館雑誌編集委員長、医学情報サービス研究大会代表幹事、医学図書館員セミ

ナー実行委員長、薬学図書館協議会企画委員は山崎塾長の後任を務めました。 

学術雑誌塾解散後、山崎塾長は愛知淑徳大学の図書館学教授に就任しました。2005

年には私が筑波大学で情報学博士の学位を取得する時、外部大学の審査委員として学

位審査に加わっていただきました。私と山崎塾長は医学情報サービス研究大会の幹事

で35年以上のお付き合いです。 

人生で生涯お付き合いする人間は数人ではないでしょうか。私の40年間にわたる図

書館員人生において、研究者として教育者としてライブライアンとして常に私の目標

でありお手本である山崎塾長に巡り会えたことは、一番の幸運でした。 

学術雑誌塾は5年間と短い期間でしたが、山崎塾長と科学コミュニケーションに関

する時間を共有できて幸せでした。 

 

國學院大學兼任講師・鶴見大学非常勤講師、元順天堂大学図書館 

青木 仕  



 

 

学術雑誌塾での活動と経験を振り返って 

 

 

私が山崎茂明氏を塾長とする学術雑誌塾の門を叩いたのは現勤務先の図書室で仕事

を始めて半年ほどたった頃であろうか。図書館勤務経験が浅く、すでに30歳を過ぎて

いた私を、山崎塾長はじめ塾生の皆さんは快く受け入れてくれたのを憶えている。塾

生の皆さんは、図書館情報学を学んできた若い精鋭で、山崎塾長のお人柄が浸透した

ように真摯に勉強に取りくみ、自主的に訪れた人に対してはとても親切であった。 

私は不得手な英文和訳と格闘する中で、塾生の皆さんから図書館情報学に関するた

くさんのことを学んだ。その見返りというわけではないが、最年長の私は塾生の皆さ

んが躊躇するような、負担に感じるような役割を進んで引き受けようとした。力不足

で失態を演じることもあったが、いつも懸命だったので恥ずかしいと思うことはなか

った。 

私が総合医学雑誌共同研究の発表を行ったのは、入塾して間もない1987年6月。第4

回図書館情報サービス研究大会だった。アメリカの代表的な総合医学雑誌を基準にし

て、我が国の医学雑誌を総合性という観点から分析した。調査の過程で私は

JAMA(Journal of the American Medical Association)に対する強い関心を持った。私

はJAMAの歴史や科学コミュニケーションの中で果たす役割などを勉強しながら医学図

書館員としての自分を作ろうと思った。 

健康雑誌の調査研究は、塾生が増えた第3期にグループ研究活動として行ったもので

ある。健康雑誌の執筆者の属性と記事を分析し、一般の人々が求めている健康情報と

は何かを明らかにした。この調査研究は第14回生物医学図書館員研究会(1988年3月)で

自分が、第5回図書館情報サービス研究大会(1988年6月)では共同研究者の宮内洋一氏

が発表を行った。健康雑誌編集者に話を聞く機会もあり、医学図書館の世界で関心が

高まっていたこの分野の調査研究は、参加者に好意的に受け入れられたと記憶してい

る。 

しかし口頭発表と論文化は別のことであった。2回の口頭発表の後、この調査研究を

論文化する時、執筆をまかせられた私はうまくまとめることができなかった。記事の

分析が不十分なため論理展開が粗くなり、説得力のある結論にみちびけなかった。私

は論文化をしばらく放置せざるをえなかった。 

その後『「1990年代に向けて－」 －学術雑誌塾報告3－』の編集長を務めた。私はこ

の塾報告で健康雑誌の調査研究の論文掲載を決め、かつて不十分だった調査を進めた。

具体的には健康雑誌の特集記事を4つの類型に分類した。私は忍耐強く作業を進め、論

文化を終えた。何よりも共同研究者の皆さんに自分の責任を果たせたのが嬉しかった。

私はこの塾報告3で健康雑誌小特集を企画し、昭和大学図書館の板橋瑞夫氏に健康雑誌

に関する論文の執筆を依頼した。そして板橋氏の優れた論文と並べて、私たちの調査



 

研究論文を掲載した。 

学術雑誌塾では調査研究を行って、発表する、論文にするのは当たり前だった。こ

の作業は私に自己発見をもたらしたが、しかし難問の連続で平坦な道のりではなかっ

た。人事異動で医学図書館員ではなくなった時、学術雑誌塾を去った。しかし学術雑

誌塾での経験は、私の人生の様々な局面、とりわけ困難に直面した時の問題解決に活

かされたと思う。 

 

井上 三郎 



 

医学図書館員のバックボーン 

 

 

私が学術雑誌塾に入ったのは医学図書館に就職して2年目で、もう30年以上前です。

職場の先輩、佐藤(雨宮)正惠さん、黒川玲子さんに慈恵医大図書館に連れて行っても

らいました。 

山崎さんには本当に色々なことを教えてもらいました。科学論文の

IMRAD(Introduction, Materials and methods, Results, And Discussion:イムラッド)

形式が科学の根幹を支えていることや、ピアレビュー、二重盲検、リジェクトなどの

言葉も教わりました。私たち塾生は英語の論文を読んで例会で発表し、研究もしてい

ましたが、山崎さんも研究していました。ご自身の研究や調査で外国に行ったことな

どを話してくださいました。山崎さんの研究する背中を見て、私たちは育ったのです。

外国で描いたスケッチ、山崎さんらしい味のある絵も思い出します。 

最近、私の勤務する病院でシンポジウムがありました。働きながら大学や大学院に

行った医療職の方々が、その経験を話しました。興味深かったのは、同業の先輩がそ

うやって勉強する姿を見て進学を志したと、口を揃えて話したことです。私も学術雑

誌塾で山崎さんが図書館で働きながら大学院で勉強したと聞いて、そんな人がいるこ

とに驚きながら、自分ももう少し勉強したいと思いました。運よく入学がかなったの

で働きながら大学院に行き、研究の一端を経験することができました。 

ある時、山崎さんが MLA(米国医学図書館協会)の年次総会に行く、研究発表すると言

い出しました。確か申し込みの締め切り間際か、締め切り後だったかで山崎さんは MLA

とコンタクトは取ったけれど審査を通らなかったそうです。その後、発表はできなく

とも参加するとおっしゃったので、他の医学図書館の先輩方と一緒に私も米国に行き

ました。当時の日本医学図書館協会の総会はかなり形式的な会でしたが、それに比べ

て MLA 総会はたくさんの人が集まる大きな会で、いくつもの講演や研究発表、継続教

育、展示やパーティやインフォーマルな集まりと盛りだくさんでした。 

山崎さんは MLA で見てきたものを日本でも取り入れました。学術雑誌塾を始める前

から生物医学図書館員研究会や医学情報サービス研究大会を立ち上げていましたが、

そこに継続教育やインフォーマルコミュニケーションなどを多角的に盛り込んだので

す。 

こうして思い出しても、医学図書館員として初期に山崎さんにお会いしたこと、山

崎さんのそばにいて、色々なことを経験したことは本当に幸運でした。 

学術雑誌塾の活動中に大学院に進学したので皆さんと一緒の研究をしなかったのが

心残りでした。けれど、JAMA(Journal of the American Medical Association)を見る

たびに木下眞由美さんの「表紙絵」を、抄録を見れば山口直比古さんの「Structured 



Abstracts」を思い出しました。遠かったのか近かったのか距離はともかく、私は学術

雑誌塾で学んだことを医学図書館員のバックボーンとして歩いてきました。 

 

東邦大学医学メディアセンター大橋病院図書室 

牛澤 典子 



 

遠くまで歩いていったら─JAMAの表紙絵をめぐる旅─ 

 

学術雑誌塾報告4「遠くまで歩いてゆこう」に「JAMA(Journal of the American 

 Medical Association)の表紙絵をめぐって─その変遷と顔としての役割について─」

を書き1992年に6年半勤めた医学図書館を離れた。2人の子を育てるうちに7年が経ち小

学校の司書の職を得て5年働いた。そして中学校の図書館に転職して9年、さらに地元

の公立中学校に移って5年。学校図書館司書の生活も、はや20年になろうとしている。 

JAMAの表紙絵で取り上げたアンドリュー・ワイエスの“1946年冬(Winter1946)”は

自分の中学校時代の英語の教科書『ニューホライズン(東京書籍刊)』に載っていた。

中学３年間英語の教科書を毎日暗唱していた私はこの絵の解説文を覚えていた。医学

図書館に入るとJAMAにワイエスの絵を見つけた。そして解説を読むと中学生の頃の記

憶がよみがえった。しかしJAMAの表紙絵の文を書いた頃、ワイエスの他の作品につい

ては知らないままだった。 

2005年8月、グラウンドゼロ(世界貿易センタービル跡地)を見るためにニューヨーク

へ行き、ニューヨーク近代美術館(MoMA)でワイエスの“クリスティーナの世界

(Christina’s World)1948年”を観た。絵の中心で草原に後ろ向きに座る女性は足が

不自由で、家まで這って帰ろうとしていると知り、衝撃を受けた。 

2007年8月、埼玉県で親子読書地域文庫全国連絡会の全国集会に参加し、会場に近い

丸木美術館(東松山市)に立ち寄った。荒川上流に面した丸木美術館は、入ってすぐに

丸木夫妻共同制作の“原爆の図”が置かれている。高さ1.8m幅7.2mの屏風
びょうぶ

絵
え

は本や映

像にまさる圧倒的な強さがあった。「原爆の図を誰でもいつでもここにさえ来れば見

ることができるように」この美術館を建てた丸木夫妻の思いは今も消えない。 

2017年10月、勤務校の生徒にたびたび薦
すす

めていた、こうの史代
ふ み よ

氏の『夕凪
ゆうなぎ

の街
まち

桜の国
くに

』

と『この世界の片隅
かたすみ

に』の舞台、広島を訪ねた。広島平和記念公園付近(広島市中区

中島町
なかじまちょう

)は、戦前は広島市有数の繁華街だった。『この世界の片隅に』では主人公北條
ほうじょう

す

ずが幼い頃江波
え ば

からおつかいに行き周作
しゅうさく

と出会う街として描
えが

かれている。私が訪ねた

日は豪雨後の急な晴天で、公園はひっそりしていた。私はすずが鉛筆で描いた産業奨

励館のデッサンを思い出し、相生
あいおい

橋
ばし

から原爆ドームを見つめて平和を祈った。 

 

                                         ＜参考資料 表紙 左より＞ 

                               『ワイエス(現代美術3)』瀧悌三 講談社 1993年 

                               『原爆の図』 丸木位里/丸木俊 小峰書店 2000年 

                               『夕凪の街桜の国』 こうの史代 双葉社 2004年 

                               『この世界の片隅に 上』 こうの史代 双葉社 2008年  

 

木下(会田) 眞由美 



 

 

学術雑誌塾での貴重な経験 

 

 

大学生の時図書館学実習で訪れたIMIC(国際医学情報センター)に影響され医学図書

館の仕事に就いたが、何かモヤモヤしていた。そんな時職場の先輩古川さんに誘われ

て学術雑誌塾に参加した。 

医学図書館員の先輩たちが英語の論文を読み、レジュメにし、仲間の前で発表する

という空間で、緊張しながらも気分が高揚したことが塾の活動を続ける原動力となっ

た。英文抄読はハードだった。正直、学生時代よりはるかに頭を使ったのではないだ

ろうか。しかし「図書館員として、図書館の利用者がどのように研究に取り組んでい

るかを知るいい経験になる」といった言葉をどなたかに言われ、頑張ってみようと思

った。 

大学の卒業研究で山崎さんの論文を集めレフェリーシステムに興味があったので、

山崎さんに会って話が聞けるのは魅力だった。そして小規模な病院図書室で働く自分

にとって、塾で仲間と過ごす時間は貴重だった。他の人の発表は自分の刺激になった

し、各方面で活躍している方たちと共有した時間は大きな財産になった。 

『学術雑誌塾報告4』では、編集委員長を引き受けた。編集委員の雨宮さん、井上さ

ん、北川さん、生出さんと打ち合わせしたり、印刷を頼んだ伸樹社
しんじゅしゃ

の方
かた

に原稿を渡し

たことなどは思い出せるのだが、目の前の仕事をこなすのに精一杯で自分が編集で何

をしたのかはあまり覚えていない。しかし今手元に立派な報告書が残っているから、

他の編集委員がかなり動いてくれたのだと思う。 

土曜の午後の塾での活動だけでなく、女性ばかりのお泊り会や、関西グループとの

米子合宿、サービス大会参加旅行など楽しかったことも鮮明に思い出す。雨宮さんに

は第九を歌う世界、真下さんには芝居を観に行く楽しさを教えていただいた。大村さ

んや川村さんとは仕事の共通の話題で盛り上がった。学生時代や職場の友人とはまた

違った世界に、わくわくしていた。 

先輩方に指導を受け、引き上げてもらい、様々なことを経験する機会を得た。勤務

後に残って英語やデータと格闘したり、他の図書館を見学に行ったり。塾の活動が職

業人としての自分の礎になっていたと今になって感じる。指導してくださった山崎さ

んの年齢を、すでに自分は超えてしまった。このような恩恵を受けた自分は、後の世

代に何か残せるものがあるだろうか。塾の思い出を綴るこの機会に思った。 

 

帝京大学医学部附属溝口病院図書室 

小山(安藤) 越代 



 

 

私のキャリア形成に果たした学術雑誌塾 

 

 

早いもので学術雑誌塾での昭和の日々から30年以上も経ち、平成も終わって令和元

年にこの原稿に向かっている。20代で駆け出しの医学図書館員だった私も、気が付け

ば来年春に還暦で定年を迎える。 

社会人としても人としても迷ってばかりで未熟だった私が、転職をしながら司書資

格だけで仕事を続けてこられたのも学術雑誌塾(以下、塾)のお陰だったと感謝してい

る。司書はプロの専門職として研究的な視点を持ち、論文を読み、書き、発表するこ

と。山崎塾長はじめ先輩方の、語る言葉以上に働きながらの学びを実践する姿をロー

ルモデルとして身近に拝見したことは、職業人の背骨を作ってくれたのだと実感する。

「映画や音楽を楽しむように、研究を日常にして楽しんでほしい」という塾長のメッ

セージは、折々に思い返していた。 

 30歳で図書館システムのベンチャー企業に思い切って転職し、全国の図書館を飛び

回る日々となり、多くの図書館管理者や経営者の方々に接することで、「学ぶ」こと、

アウトリーチすることの重要性を身に染みて感じた。アウトプットのためのインプッ

トを渇望して40歳で退職したが、結局40代は育児と介護、自分の病気などのため派遣

やパートの司書として仕事を続けていた。 

 50歳で病院図書室に正職員司書職として入職した。医療法で地域医療支援病院には

共同施設として図書室設置が定められている。「病院には司書なんて贅沢品」という声

も聞かれたが、病院職員として地域医療のために何ができるかを考え、EBLIP(Evidence 

Based Library and Information Practice：エビデンスに基づく図書室運営)を目指して、計

画的・戦略的に図書室運営ができたことは塾で培った研究的な視点の賜物である。や

っと念願の大学院へ進学できたのは50代半ばだった。「キャリアはジャングルジム」な

ので焦らずたゆまず‥だと改めて思う。 

ようやく国内外で発表の機会も持てるようになった。学会への参加や発表に心理的

なハードルを感じずにいられるのは、若い頃に塾で経験したことが非常に大きい。自

分の職業人生も一区切りとなり、次の世代へ御恩返しできるよう精進していきたい。

そして自分も、そうした場を”Learning from Each Other”スピリットで若い方々に提供で

きるようになれば‥と考えている。山崎塾長はじめご指導いただいた先輩方や塾生の

皆様に、「ありがとうございました」と言いたい。 

最後に、原稿依頼を受けた頃、塾の仲間の訃報に接した。早すぎるお別れが切ない。

この場をお借りして心からご冥福をお祈り申し上げます。 
 

佐藤(雨宮) 正惠 



 

 

書くこと・思うこと 

 

 

書くことは苦手だった。いや、今も、苦手です。 

その証拠がコレ(この文章ですね)なのです。話が論理的に展開できないのが致命的で

すね。 

書かねばならぬ時に、毎度のことながら困ってしまいます。 

しかしながら、書かないと、話さないと思いは伝わらない。当たり前のことです。 

本を読むことや人の話を聞くことは苦手ではない。好きです。 

山崎塾長の｢日報を書いて、週報を書いて、月報を書いて‥｣あるいは｢自分の中に取り

込んだものを表現する必要がある｣という話に考えさせられ「読んだり聞くだけでなく、

書いたり話したりしなければならぬ」と、思い至るようになりました。 

学術雑誌塾では、できないながらも書く努力を、あるいは話す努力をしたように思

います。 

塾の皆さんは聞き上手でしたし、会話することはとても楽しかったです。 

ほぼ毎月、皆さんと会うことを楽しみにしておりました。 

そして「論理的な文章を書くことは、ほぼ絶望的である」と白状してしまいますが、

書くこと自体は好きになりました。苦手のままですが。 

できる、できないは別として、学術雑誌塾では伝えることの大切さを学びました。 

 

神場 清治 



 

 

「遠くまで歩いて行こう」に支えられて 

 

 

「一瞬、眠りに落ちて梅屋敷の駅を乗り過ごしてしまった」翌朝そう話すと、私を

学術雑誌塾に誘ってくれた同僚の古矢さかえちゃんに「そんな言い訳～!!」って笑わ

れました。それほどに私はサボってばかりの塾生で、共同研究のリーダーだった大村

伸栄さんにはおんぶにだっこで、周りのみなさんにどれだけご迷惑をおかけしたかし

れません。輪読の宿題も報告も原稿もちゃんとできない劣等生でした。ただ好奇心だ

けはあったようで、その当時真下美津子さんに「知らないことが分かるようになるの

はおもしろい」と言っていたそうです。同じ仕事をする人々とのつながりやそこに広

がっていく世界、学会や研究会で発表して成果を共有し積み重ねていくという世界を

学部学生のうちによく理解しないまま社会に出た私にとって、塾は高等教育の場その

ものでした。その道は険しいけれど一緒に歩いて行こうというメッセージと「ナント、

オソロシー」と竜がつぶやいていた塾通信のイラストは忘れられません。 

医学図書館にいた頃から27年が過ぎ、研究集会やセミナーにも参加していたので、

塾だけでなく色々な方から受けた影響がごちゃまぜになって記憶に残っています。中

でも、同じ志を持つ方々とのつながり方、懇親会での立ち居振る舞いについて教わっ

たことは、のちにとても役立ちました。そういった場での会話から研究テーマの種が

見つかったり、講演会、セミナーの企画や科研費補助金の採択につながったりしまし

た。また「本当にそうなのか？」と立ち止まってみる姿勢も身に付けたかもしれませ

ん。「報告書や論文をまとめることは専門的職業人の責務である、その体験を一度だけ

で終わらせることのないように願って止まない」という山崎茂明さんのメッセージは、

長い間手帳の最終ページに貼り、心に刻んでいました。今から思うと、職種転換のき

っかけとなったのも論文です。結婚を機に医学図書館から離れた私は、理工学部情報

科学科を経て2003年にはラーニングテクノロジー開発室という部署の立ち上げに関わ

り、ICT(Information and Communication Technology：情報通信技術)を活用した教育

と学習をテーマとした研究と学科での教育を兼務することになりました。その中でICT

活用型の授業実践が論文賞をいただいた頃から急激に仕事の内容が変わり、教員とな

って学位も取得しました。 

毎年4月の新入生歓迎会の場で、私は必ず「共に学んでいこう」というメッセージを

学生に送ります。塾のことを思い返すと、遠くまで歩いて行こうという言葉に導かれ

てここまで歩いてくることができたのだと思います。芽を出すタイミングは人それぞ

れ、厳しく見守っていただいたことに感謝するばかりです。 

 

帝京大学理工学部 

高井(小島) 久美子  



 

 

学術雑誌塾への感謝 

 

 

私が東邦大学医学部図書館に勤め始めた頃、学術雑誌塾は月一回土曜の午後に館内

のセミナールームで開催されていました。そういう状況でごく自然に東邦の先輩方に

くっついて末席に座り、塾に参加するようになりました。参加しているだけで一人前

の図書館員に近づいているような気がしたものです。塾の終了後は、皆で蒲田駅まで

歩き途中の居酒屋さん(今も健在です)によく寄りましたね。 

学術雑誌塾初期の思い出は、山崎塾長の指導のもと、日本生理学会員の業績約6,200

点のデータを対象に生理学研究者の研究活動を調査したことです。パソコンのない当

時、コピーした論文情報を一件ずつカッターで切り不要になった図書カードの裏側に

糊で貼り付け雑誌ごとにまとめるという作業が続きました。地味な作業でしたが皆で

やると結構楽しいものでした。現在でしたらパソコンであっという間に処理できます

が当時はいったいどのくらいの時間がかかったのでしょう。図書カードをアルファベ

ット順に並べる傾斜付きカード仕訳器も大活躍しました。このカード仕訳器は図書館

リニューアル時に不要品として処分されかけましたが救出して大事に保管しています。 

この調査結果は医学情報サービス研究大会で発表しました。記録を見るとその回は第

6回大阪大会(1989年6月)で、塾生5名が口頭発表しています。私にとっては初発表でと

ても緊張して質問にうまく答えられなかったのを覚えています。この調査は後日「日

本生理学雑誌」に掲載されました。 

他に思い出深いのは合宿でしょうか。私学共済の葉山の施設、自治医科大学の研修

施設、京都の立命館大学にも行きました。こうした場での勉強や研鑽はもちろん、い

ろいろなことを語り合ったことも良い思い出になっています。皆若く、たくさんのこ

とを吸収しようと輝いていたように思います。 

学術雑誌塾では研究発表や小冊子の刊行など敷居が高かったことに挑戦する機会が

ありました。貴重な時間を割いて若い医学図書館員の研修の場を設けてくださった塾

長には感謝の気持ちでいっぱいです。 

いつの間にかその当時の山崎塾長の歳を越えてしまいましたが、山崎塾長が多忙な

自分の仕事の傍らコツコツと勉強を続けること、後輩たちを育てることを自然体でや

っていらしたことに改めて敬服している次第です。 

 

東邦大学医学メディアセンター 

平輪 麻里子  



 

 

ターニングポイントはフィラデルフィア行き 

 

 

「学術雑誌塾」(以下、「塾」)の活動期間は1985年11月から1990年12月頃までの約5

年間であった。私は1985年4月から昭和大学図書館に勤務し、同年8月21日～23日に自

治医科大学で開かれた第20回医学図書館員研究集会に参加した。この研究集会は全国

の医学図書館41機関から経験3年未満の若手新人46名が3日間の講義を受講し、Medical 

Librarianshipの基礎知識の習得と親睦を深めた合宿形式で行われた。山崎茂明さんは

この第20回研究集会の実行委員会であった。 

その後山崎さんの声掛けで、医学図書館の主要文献を翻訳し討論する「塾」が立ち

上げられた。メンバーは山崎さんと1985年の研究集会に参加した男性4名、合計5名だ

った。なお、山崎さんが塾長と呼ばれるようになるのは「塾」メンバーが多数となっ

てからだと思う。今「学術雑誌塾通信」(以下、「通信」)を見渡すと、英語が苦手な自

分が本当に文献を翻訳していたのか信じ難いが「通信」に自分の名前が記されている

ので翻訳をして勉強していたのだろう。記録としての「通信」が存在しているのは記

憶が曖昧な33年後の現在には有難い。記録することの大切さと保存しておく重大さを

考え、論文やコラムをまとめる形で出版した「学術雑誌塾報告」(以下、「報告」)を4

号刊行したことは「塾」の大きな財産といえよう。 

私は「塾」終盤期の1989年8月に昭和大学図書館を退職したため、その後「塾」活動

に積極的に関わることがなかった。医学図書館を離れたことで別の世界に入り、現在

は他の塾生とは異なる仕事をしている。そのきっかけとなったのは昭和大学図書館を

退職後、1989年9月に米国フィラデルフィアに留学中の山崎さんを頼ってフィラデルフ

ィアに行き１ヶ月間(確か9/10～10/10まで)米国を遊学したことである(詳細内容は

「報告書3」 33-38 『情報は現地調達』に記載)。自分にとってこの一人旅行が後にも

先にも、また良きにつけ悪しきにつけ大きなターニングポイントであったと思う。フ

ィラデルフィア行きを快諾いただい山崎さんに感謝している。当時はコンチネンタル

航空を利用しシアトル、デンバー経由のフィラデルフィア行きの乗継便で、シアトル・

タコマ空港から山崎さんの滞在しているホテルに長距離電話して何とか山崎さんの声

を聞けたが、山崎さんは「フィラデルフィア空港からタクシーでホテルまで来て」と

のこと。山崎さんが空港まで出迎えてくれるのではとかすかな希望ははかなく散った。

不安を抱えての国内線乗継となった。たしか17万円弱の格安航空券で、シアトル・タ

コマ空港で予定していた便に乗りそこない1便後のデンバー行の乗継便に搭乗した。こ

のトラブルのおかげでデンバー行の飛行機で隣席となった日本人女性と話をし、米国

の生活スタイルについて色々教えてもらったことはとても良かったと記憶している。 

この旅行で得たものは米国の豊かさ、自由さ、広大さ。具体的には米国プロフット

ボールNFL(ナショナル・フットボール・リーグ)の面白さ、米国の公共図書館の懐の深



 

さ。この旅行を通じて様々なことに興味を持ち視野が拡がった。特に印象に残ってい

るのは、旅行の帰路に立寄ったシアトルで、もう一試合NFLの試合を観戦したくてシア

トルシーホークスの本拠地キングドームに行った時のことである。キングドームに到

着した頃には試合が始まっていてスタジアム周辺は人通りがなくガランとし、チケッ

ト売場でチケットを買おうとしたがsold outで寂しく歩いていると、スタジアムの警

備員がそっと胸ポケットからその日のチケットを私に差し出してくれた。当時$30と表

示されたスタジアムの最上階席のチケットであった。何とも言えない嬉しさでこの米

国旅行を終え、その後の人生をポジティブに生きて行こうと思った瞬間であった。 

帰国後、ある旅行会社の採用試験を受けたが不採用だった。次に「塾」で興味を持

った研究者の科学コミュニケーションやインフォーマルコミュニケーションの現場で

ある研究会・学会運営責任者を募集している求人情報を見かけ、小さな理工系出版社

であるR社に入社した。このR社で1990年3月から2000年11月の10年9ヶ月間、研究会事

務運営の仕事をした(参考文献：廣田住友「記者発表と学会発表」 医学図書館 40(3) : 

274, 1993)。具体的には国内・国外のシンポジウム運営・主催・共催、研究会誌の編

集・発行、書籍の企画・編集の仕事を行った。科学コミュニケーション全般の業務に

携わることで研究者とコミュニケーションすることの楽しさを知った。そして何より

このR社に入ったことで図書館ではなく一般企業で働くことも経験できた。特に国際シ

ンポジウム共催の事務局として、日本および海外の研究者との交流や施設訪問のアポ

イントメント、そして西海岸シリコンバレーのサンノゼ・サンフランシスコ、中西部

オースチン・ダラス、東部ボストンで開催されたシンポジウムに同行したことは、科

学コミュニケーションの現場を体感し外国訪問の勉強が出来た貴重な体験であった。 

その後、図書館業務委託会社M社に入って、宇宙航空関連の独立行政法人JAXA筑波図

書室で2003年4月から2013年3月の10年間、宇宙航空分野の専門資料を扱う司書となっ

た。 

自分は仕事に関してはつくづく飽きっぽい性格であるが、司書を退職して1989年9月

に山崎さんを頼って行ったフィラデルフィア旅行が少なからず影響して、現在は旅行

業界で働いている。なぜ旅行業界なのかとの問いには明確な答えはないが、8年前から

始めた登山ができる仕事なら、体が動かせて楽しいだろうと考えたのである。2014年2

月に「総合旅程管理主任者」(添乗員の仕事ができる国家資格)を取得。2014年4月より

地元旅行会社J社で添乗員を始めた。2014年10月に「総合旅行業務取扱管理者」(旅行

会社を設立できる国家資格)に合格し、2017年6月より旅行会社C社で専門ガイドの仕事

を務めている。大きな声が発せられ、身体が丈夫な限りこの仕事を続けていきたい。 

 

廣田 住友 



 

 

私の医薬系Librarianとしての土台や人脈構築はここから始まった 

 

 

私と学術雑誌塾との出会いは、入社後1年もたたない1987年初頭だったと思います。

当時、JMLAには中外製薬、塩野義製薬そして私が働いていた山之内製薬が加盟してお

り、JMLA関東支部の勉強会または、研究会に参加した時に学術雑誌塾のことを知り、

自身の勉強のためにと参加したのが始まりだったと記憶しています。 

毎月1回土曜日に開催される塾で学んだことは、医薬関連の情報サービスをする

Librarianとしての基礎、土台を固めることになったと感じています。 

JAMA、NEJM、BMJ、Lancetの四大医学雑誌の歴史、成り立ち、目次からわかる特徴に

ついて調べ、気づいたことを発表し、山崎茂明塾長や板橋瑞夫さん、青木仕さんから

私たちの調査では足りないことをレクチャーしていただき、私たちの新しい知見とし

て蓄積していきました。また、塾が終わった後の懇親会や葉山や強羅での合宿も交流

の場として楽しかったですが、お酒を酌み交わす席もいつも「そうなのか！」と思わ

せてくれるような新たな知識となるようなお話を聞けたこともその後の仕事に役立っ

たと記憶しています。それまでただ漫然と雑誌や論文を扱っていたのが、例えばNEJM

に”Case records of the Massachusetts General Hospital”があることの意義、そ

れぞれの雑誌のEditorialに現れる立ち位置や主張の違いについて、また、「日本医事

新報」に「週間感染症発生動向調査」が毎号欠かさず報告されていることなど、塾に

参加することがなければ気づきもしなかったし、個々の雑誌の歴史や役割を考え雑誌

を扱う意義や面白さを感じるようになりました。 

新たな知識を得ることだけではなく、自分で調査して発表する方法も、塾での毎月

の発表やグループでの共同研究を通じて学ぶ大切な経験でした。独自の調査を積み重

ね分析し考察を加えて、たとえ限定的な調査や分析でも必ず発表すること、オリジナ

ルデータを集めてくることや、新しい視点で考察する大切さを教えてもらいました。

私が既存のデータや統計数値を集めて分析しただけの発表をした時、山崎塾長から新

しい視点の不足を指摘され自身の未熟さに気づいたこともありました。 

同じ志を持った同世代のLibrarianが集って、テーマごとにグループを組み、あるい

は単独で調査研究しディスカッションする場は、本当に貴重な場だったし、ひとりで

は学びきれない事を仲間共に学んで語り合うことで、雪だるま式に自身の知識が大き

く広がっていったと思います。この塾で学んだこと、そしてともに学んだ仲間たちは

その後の自身の仕事への向き合い方や仕事の価値観を考える上で大きな影響がありま

したし、この塾という場で出会えた仲間は大切な財産であったと強く感じます。 

山崎塾長はこの塾を「適塾」のようにしたいとおっしゃったと記憶していますが、

塾で行われていた抄読、研究、発表、評価の流れや相互に教え合い学び合う姿勢は山

崎塾長の考えに合っていたのではないかと思います。 



 

短い活動期間ではありましたが、駆け出しの自分が、その後の土台となるような大

切なことを濃密に学べたのは本当に奇跡のような時間だったと今でも感じています。 

 

アステラス製薬(旧山之内製薬) 

宮内 洋一 



 

 

現物確認主義で行こう 

 

 

学術雑誌塾の活動を通して教えられたことの１つに「自分の体で現物

を確認することの大切さ」があります。 

学術雑誌塾報告を 30 年ぶりに振り返っていますが、報告 1 つ 1 つが「デ

ータを集めて確認する」「論文を読んで自分なりに内容を確認する」とい

う取り組みの積み重ねであることを実感しています。 

確認の大切さで印象に残っていることがあります。1980 年代に学術雑

誌数の増大について述べる時、しばしば『リトルサイエンス・ビッグサ

イエンス』(デレック・プライス著、島尾永康訳、創元社、1970 年)が引

用されていたのですが、山崎茂明さんが「プライスの主張を無批判で受

け入れてよいのか」と示したことがあります 1 )。当たり前のように引用

されている先人の主張も、原典に当たり自分の体で確認することの大切

さに気づかされました。 

学術雑誌塾顧問の板橋瑞夫さんからも現物確認の精神を感じました。

板橋さんは『医学雑誌総合目録』の編集を担当していましたが、雑誌名

に関しては表紙を見て確認するまでは「良し」としませんでした。表紙、

背文字、奥付で雑誌名の表記が統一されていない時も「まず表紙の情報

を優先する」とつねづねおっしゃっていました。全国から取り寄せた表

紙のコピーの山に埋もれ、目録に記載する雑誌名を確認していた板橋さ

んの姿が脳裏に焼き付いています。 

同じく顧問の青木仕さん、山口直比古さんも医学雑誌に書かれている

内容をいろいろな角度からなめるように確認する過程で、学術雑誌の特

徴や学術論文の傾向を発見しています。 

学術雑誌塾が終了してから 10 年後に、大学院で学ぶ機会がありました。

その際、自身の現物確認の方法が甘いことに気づきました。近道をしよ

うとうわべだけを見てしまい本質を探求することができなかったのです。

現物確認をより確実なものにすることは、今もなお自分の課題です。 

これからも、学術雑誌塾で学んだ現物確認主義の精神を大切にしてい

きたいと思っています。 

 

1. 山 崎 茂明 . 学術 雑誌の成 長をめ ぐる 批判的検 討 . 情 報 管 理 . 1987; 29(10): 

863-70.  https://www.jstage.jst.go.jp/article/johokanri/29/10/29_10_86 

3/_pdf [accessed 2019-06-20] 

 

東京慈恵会医科大学学術情報センター 

北川 正路  



 

 

学術雑誌塾の想い出 

 

 

学術雑誌塾が活動していた1990年前後は、私は浜松医科大学附属図書館に勤務して

いたので、東京で開催されていた例会にはほとんど出席していませんでした。そのか

わり地方で開催されていた合宿には何度か参加しました。思い違いがあるかもしれま

せんが、鳥取県大山の麓で開催された回や、自治医大での宿泊合宿などには参加しま

した。また、医学情報サービス研究大会にはたびたび参加しました。岡山での回など、

新幹線岡山駅で立ち話をしたことなど記憶に残っています。 

『学術雑誌塾報告』には何度か書きました。構造化抄録の紹介記事などはもしかす

ると日本でも初期の紹介であったと思います。その後順天堂にいらした青木仕さんが

『医学図書館』などに何度がお書きになって、構造化抄録がよく知られるようになっ

てきたと思います。『学術雑誌塾報告』を読み返すと、日本の雑誌や健康情報誌などを

数集めて分析するなど、調査研究の基本的な手法をきちんと踏んでいる報告が多く「調

査研究」がきちんと行われていたと思います。みなさん、お仕事が忙しく時間の無い

中で、本当によく勉強していたと思います。 

 

聖隷佐倉市民病院図書室 

山口 直比古 



 

フィラデルフィア1989年夏 

 

 

1989年の夏、3ヶ月の短い留学であったが米国のCollege of Physicians of Phila- 

delphia(以下、CPP)医学図書館に訪問研究員として過ごす機会があった。留学には、

人と資料との出会いが欠かせない。 

フィラデルフィアは米国有数の医学都市であり、ヘルスケア発祥の地でもある。米

国最初の医学校(1765年)、薬科大学(1821年)、歯科学校(1863年)、そして病院(1751年)

がある。19世紀中頃、米国の医師の25パーセントがフィラデルフィアだけで供給され

ていた。小児科、眼科、精神科などの専門領域の施設は、フィラデルフィアで最初に

建てられた。そして民間の研究所、医学出版社、製薬企業、そして医学図書館なども

フィラデルフィアで生まれた。 

CPPは大学ではない。優れた医師から構成された専門職組織である。イギリスから独

立して150年、米国の厚生労働省にあたるDHHS(Department of Health and Human 

Services)の役割を果たしていた。医学図書館としては、ペンシルベニア病院の図書室

(1762年)が米国で最初の医学図書館として知られているが、規模から見ればCPPの医学

図書館が米国の医学図書館の中心機関であった。CPPの役割がよく知られていないこと

は、その訳語から実感する。「フィラデルフィア内科医学校」「フィラデルフィア内科

医師会」などはCPPの果たした重要性が見過ごされている。CPPはイギリスのRoyal 

Collegeに近い医師の専門職ギルドである。CPPの医学図書館はハーバード大学のフラ

ンシス A.カウンティ図書館、ワシントンの国立医学図書館と並び、米国内の三大医学

史コレクションを構築してきた。19世紀の米国医学教育形成史に関する調査にはふさ

わしい機関であった。 

1989年当時、東京からフィラデルフィアへ直行便は運行されておらず、ロサンゼル

ス、セントルイスを経由してフィラデルフィアに到着したのは深夜12時過ぎであった。

タクシー乗り場も閑散としていた。宿舎のインターナショナルハウスまでタクシーで

30分、ドライバーは小柄な黒人女性であった。ダウンタウンを過ぎペンシルベニア大

学の近くに来た時、嬌声が聞こえ正装した男女のグループが目に入った。土曜の夜の

定例イベント、サタデイナイトフィーバーのざわめきであった。 

CPPの訪問初日、医学史部門アシスタントであるジャックが、閲覧室にある主要な参

考図書、人物事典、研究図書、医学教育図書、二次資料、目録、主要な学会誌などを

解説してくれた。その後自分が用意した文献リストと照合をおこない、調査に利用で

きる資料と、そうでないものをチェックしていった。フィラデルフィア地区の逐次刊

行物目録を調べてみると、CPPの医学図書館以外にペンシルベニア大学の生物医学図書

館とジェファーソン医科大学の図書館が豊富な蔵書を持っていることがわかった。ジ

ェファーソンの図書館長にライブラリー利用を相談に行くと、顔写真つきの図書館利



用カードをすぐ発行してくれた。書架は開架式、コピーは1ドルで20枚とれ安価で助か

った。また、館内のLearning Resource Center(LRC)で、英文のタイピングや修正に困

っていることを伝えると、マッキントッシュのワープロソフト、マックライトを教え

てくれた。マックとプリンタが用意された個室(セル)も自由に利用できた。3ドル14セ

ントのフロッピーディスクを大学の書店で購入しLRCに戻った。そしてわずか15分のレ

ッスンで、マックの使い手になることができた。 

現在、研究に必要な古書籍はAbeBooks(エイブブックス)のようなオンライン書店を

通して組織的に収集することが可能である。しかし当時は海外古書店の発行する在庫

目録を入手し注文書を郵送して必要な書籍を集めていた。そのため私はフィラデルフ

ィアでも自分の関心領域をカバーする古書店を見つけたいと思っていた。CPPの図書館

員にリッテンハウス書店(Rittenhouse Book Store)を教えてもらい、すぐ訪問した。

リッテンハウス書店は17丁目のリッテンハウス・スクエアに面した医学専門書店で、

１階が店舗、2階が事務室、3階が古書部になっていた。海外の古書店は日本のような

店売方式ではなく、在庫目録を定期的に編集しそれを元にビジネスを展開していた。

リッテンハウス書店は親子で経営しており古書部は父君の担当であった。ある日父君

が夏休みで9月末まで古書部を閉じるという。父君の話を聞いた私が残念そうに見えた

からか、半日ぐらい自由に見てもらってよいと部屋の鍵を渡してくれた。古書が目録

の主題別に並べられ書誌情報が挟
はさ

まっていた。書籍には顔があるから、手にとって眺

めることは大切である。古書店主のおおらかな計らいには、励まされた気持ちがした。 

 

愛知淑徳大学名誉教授 

山崎 茂明 
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「学術雑誌塾」のこと 

 













 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛澤典子著：『「学術雑誌塾」のこと』の転載にあたっては、著者と日本病院ライブラ

リー協会から転載許諾を得ました。 

日本病院ライブラリー協会発行「ほすぴたる らいぶらりあん」334-338ページ、27巻、

4号、2002年より転載。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塾長講義 

 



塾長講義 

 

 

学術雑誌研究への手引 

 

学術雑誌塾を始める際、どのような視点から学術誌研究を行うべきか提案す

る必要があった。そこで５つのアプローチを示した。 

① 生態学的アプローチ：学術雑誌を対象にした国勢調査 

② 歴史的アプローチ：1665 年に創刊された 2 誌(フランスの Journal des 

Sçavans とイギリスの Philosophical Transactions)を生み出した社会状況

とその発展史 

③ 未来論的アプローチ：電子ジャーナルの形成と進展 

④ 本質的アプローチ：学術雑誌のレフェリーシステム 

⑤ 図書館的アプローチ：図書館資料としての学術雑誌 

24 のエッセンシャルな講読文献を、この５つのアプローチに分けて示した。

さらに、学術雑誌研究のための主要な書誌、単行書、専門誌を紹介した。さま

ざまな視点から学術雑誌を解き明かしてもらいたい。 

山崎茂明．学術雑誌研究への手引．医学図書館 1986; 33(2): 99-110. 

 

 

Librarianship 

 

1989 年 7 月から 9 月まで 3 ヶ月の短い留学であったが、米国医学教育史に関

する実証的な調査をおこなうことができた。この“Academic origin of the first 

professors in American medical schools before the Civil 

War”(Scientometrics, 1991)をまとめるために、フィラデルフィアの医学図書

館員や医学史研究者が力になってくれた。この経験から、Librarianship の基礎

はホスピタリティ(親切な心)であり、学歴や経験に関係なく誰でもすぐに持ち

うるものである。また図書館は経済的な価値観が優先する社会とは一線を画す

べきである。提供されるサービスは、無料を原則としたボランティア精神で運

営されている。Philadelphia Free Library の”free”は、自由ではなく無料を

意味している。  

山崎茂明．Librarianship：遠くまで歩いていくために．薬学図書館 1990; 35(1): 14-20. 

 

 



 

図書館員の専門性をみがく 

 

本論は 1999 年に発表され雑誌塾の活動時期と一致しないが、記載内容は塾で

の学びを反映している。専門性をみがくために基本的な知識として何が必要か

というよりも「何がしたいのか」を問うことが大切である。現在の時間とエネ

ルギーを不確実な将来に備えるより、自分が実行したいことやそうあって欲し

いことのために使うべきである。例えば海外の会議に参加し同じ分野で働いて

いる人と交流したい時、語学力を付けてから海外へ向かおうと計画するのでは

なく、まずは直接出かけることをすすめる。中世ヨーロッパでは、学者は旅を

していた。大学や修道院へ旅をすると、そこには同学の人と資料が存在し書物

の余白に記述された手書きの注記から多くの学びを得るだろう。 

山崎茂明．医学図書館員の専門性をみがくために．医学図書館 1999; 46(3): 254-260. 
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学術雑誌研究への手引

A Guide to the Research Literature on Scientific Journals

山 崎 茂 明*

東京慈恵会医科大学医学情報センター

Yamazaki, S.: A Guide to the Research Literature on Scientific Journals. Igaku Toshokan
33(2): 99-110, 1986.

Scientific journals are one of the most important sources of information for the scientific
community. The purpose of this review was to provide beginners basic key papers for the
studying of scientific journals worldwide, together with some brief comments on each. Each
of five separate approaches to research on scientific journals, namely ecological studies,
historical studies on scientific journals, their future prospects, their role in the scientific

community, and their positions in libraries, are dealt with respectively. The author emphasizes
that librarians and information specialists should take on interest in the characteristics

and problems of scientific journals.

I. 学 術 雑 誌 研究 の必 要 性

学術雑誌 は, 自然科学系の図書館にとって, 利用サー

ビスの中心 となる資料であ り, 一般的に図書 館資料購

入費 の50%～70%を 費や してい る。学術雑誌 に関す る

知識 は, 自然科学分野の図書館員 に とって, 欠 かす こ

とので きない基礎知識 の1つ である。 それだけに学術

雑 誌を対象 とした調査 が, 様 々な視点か ら行 われる必

要 があろ う。また, 従来 の学術雑誌 を対象 と した図書

館界 の論文 は 「図書館資料 と しての学術雑誌」 といっ

た実務 的な ものが多 いだけに,「科学コ ミュニケーショ

ンの主要 なメデ ィアと しての学術雑誌」 といった本来

的 な視点 を強化 しなければな らない。

この論文 は, 学術雑誌をよ り深 く理解 してい くため

の手 引を提示す ることを 目的 としている。 は じめに,

学術雑誌を テーマに した研究調査 を行 うための, 5つ

の視点 と代表的なキーペーパーをあげた。 そ して, 基

本的 な書誌, 単行 書, 雑誌 な どを紹介 し, どのよ うに

取 り組むべ きかを示 した。 なお, 5つ の アプローチか

らみたキーペーパー リス トは第II章 末尾 に, 基本的 な

単行書 リス トは第III章2節 の末尾 にま とめた。 また,

とりあげた文献 は, 英語 の ものが中心 になって いる。

II. 学 術 雑 誌 研 究 の た め の5つ の アプロー チ

学術雑誌 は, 科学 コ ミ轟ニ ケーシ 蓑ンにおける情報

伝達の主要な メデ ィア として発展 して きた。図書館資

料 として学術雑誌 をと らえよ うとしたのでは, あまり

に片寄 った ものになって しま う。図書館 という枠組み

を取 り去 り, よ り広 い視点 か ら接近 する必要があ る。

そ こで, 1. 生態学的 アプローチ2. 歴史的アプロー

チ3. 未来論的 アプローチ4. 本質 的 アプ ロー チ

5. 図書館的 アプローチ といった5つ の視点 を設定

してみた。 そ して, それぞれの アプローチの内容 を説

明 し, 読 まれ るべ き基本 的論文をあげてみたい。

１.生 態学的アプロー チ

学術雑誌 とは何 かといった本質的 な間を発する前に,

学術雑誌 と呼ばれている ものを, 数: 量的, 形態的に と

らえよ うとす る試みが第一 にあるで あろう。現在 の世

界の学術雑誌数 その発行函別分布 主題分野 による

分布状況 などを調査す るアプ ローチで あ る。 これは,

*Shigeaki YAMAZAKI: The Jikei University School of

Medicine Library, 3-25-8 Nishi-Shinbashi, Minato-ku,

Tokyo 105, Japan.

(昭和61年3月3日 受理)
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世界を対象 と した巨視的な調査だ けでな く, 日本 国内

で発行 されてい る学術 雑誌を対象 に, 主題分布, 発行

頻度, 発行母体, 掲載 論文量, な どとい った形態 を詳

細に把握 す ることに もっなが る。いわば 学術雑誌 の

セ ンサス(国勢調査)と で もいえ るものである。

 British Library Lending Division(BLLD)の

現行受入 目録 を調査 し, 世界 の学術雑誌の国別 ・主題

別分布 を示 したCarpenter & Narin (1980)の 論

文 はその代表的ペ ーパ ーといえる。 また, Carpenter

らのペーパ ーの なかで, 調 査結 果 を比較 され て い る

各国の ナ シ ョナル リス トを分析 したGottschalk &

Desmond(1963)の 論文, そ して, 26, 00Oタ イ トル

にお よぶNLL(National Lending Library)の

1965年 受入雑 誌を分析 したBarr(1967)の 論文 な ど

があ る。なお, Martyn(1978/79)の 論文 は, 短 い

総説論 文であるが, 雑誌数 の成長 とい うテーマで, そ

れまでの主要 な論文 を批判的 に検討 して お り, まず手

始 めに読 まれ るべ き もので ある。

2.歴 史的 アブ 日一 チ

 1665年 に, フラ ンスのJoumal des Scavans とイ

ギ リスのPhilosophical Transactionsが 創刊 され, 

学術雑誌の歴史がは じま った。 その後, 3世 紀以上 に

わた って, 科学 コ ミュニケー シ ョンにおける最 も主要

な メデ ィア として成長 して きたわけである。学術雑誌

とは何であるかとい った学術雑誌 のアイデ ンティティ

を捉 えるために, その発生時 に帰 って検討す る必要が

ある。学術雑誌 を産 み出 した17世 紀の社会状況や, そ

こにいたるまでの出版 と学術世界 の歴史な どが, 整理

され なければ な らない。

 Porter(1964)に よ り, 学術雑誌生誕300年 を記念

して まとめ られた論文 は, 1665年 の2っ の学術雑誌 の

発生 に焦点をあわせなが ら, さらに現在 を科学 コ ミュ

ニケ ーシ 欝ンの危機 の時代 とみな した。 そ して, 科学

文献を伝達 するための新 しい フォームと システムの必

要性 を示 唆 した重要 なペーパ ーである。McKie(1948)

は, 学術的私信(scientific letter)か ら学 術雑 誌へ と

移 らなければな らなか った理 由と して, 私信 は新 しい

知識 の広 く速やか な伝達 に不向 きで あり, 先取権(pri-

ority)の 確定が できないという欠点をあげていた。

Barnes(1936)は, 初期 の学術 雑誌 の編 集 実 態 を

まとめて いる。 と くに, 学衛雑誌 の発生 とその性格 に

影響を与えた もの として, 1564年 以来 フ ランクフル ト

で出版 された書籍市 目録 の存在 を指摘 した点 はユ ニー

クであろ う。また, Joumal des Scavans や Philo-

sophical Transactionsだ けで な くドイ ツの最初 の

学術雑誌 であ り, 当時の国際語で あった ラテ ン語で刊

行 され, ヨー ロ ッパ全 域 へ の流 通 を 目指 したActa

Eruditorumと その編 集者OttG Menckeも 紹 介 し

ている。Garrison(1934)は, 生態学的 アプ ローチ

を加味 し, 17～18世 紀 の学術雑誌の書誌 を作成 したO

17世 紀の学術雑誌数 は27誌 であり, 18世紀 になると755

誌が リス トされてお り, 各々の発行 国別分布 も知 る こ

とがで きる。 日本の文献では, 小野寺(195の により

明治以後の医学雑誌の歴史がまとあ られている。

 各国の学術雑誌の歴史, 特定分野 における学術雑誌

の変遷史, さ らに個々の雑誌 の歴史 など, 様 々な レベ

ルで史的検討 がなされるべきで ある。

3、 未来論 的アブ 羅一チ

 学術雑誌 の フォームに物理的変化がお きっっある。

従来の印捌体か らエ レク ト欄ニ ック ・フォームへの変

化であ る。 しか し, 学術雑誌の中身 が変 わ る訳 ではな

い。大切な ことは, 変わ るもの と変 わ らない ものを, 

明確 に識別 す る ことで あろ う。electronic Ioumal

やADONIS計 画を紹介 したわが国 の論文 は, 変化 す

る部 分にばか り目がい っているので はないだろ うか。

物理 的な伝達 フォームの変化 のなか にありなが ら, そ

れに もかかわ らず変化 しないものこそ, 学術雑誌の本

質 であろ う。変 わ らない もの は何かを捉え るために, 

学術雑誌 の未来 を展望 し, 現在を再検討す る必要 があ

ろ う。

 まず, electronic lournalが どこか らや って きた

のかを考え る必要が ある。lndex Medicusに 代 表 さ

れ るような大型二次資料誌 の コンピュータを用 いた自

動編集 システ ムの成果, イギ リスやオ ランダを中心 と

したEPC (Editorial Processing Center)方 式 に

よ る小規模学術 出版 への コンピュータの応用, そ して
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EIES(Electronic Information Exchange System)

に示 され るよ うなコ ンピュータ ・コ ミュニケ ーション

の実験, この ような動 向が集 約 されelectronic lour-

nalが 生 まれたのであ る。

 Bamford(1973)は, EPCの 構想 を最 初 に提 出

し, Hiltz(1978)は, EIESの 実 験を記 述 し, 科 学

コ ミュニケー ションと生産性 に与え る影響 と評価 にっ

いて考察 した。EIESは, Hiltzも 述 べて いるように, 

アメ リカで1960年 代 に行 われ たIEG(Information

Exchange Group)の 実験 を継承 した もので あろう。

electronic loumalの 考 えを最初 に提示 したの は, 

SOndak & Schwarz(1973)で ある。 彼 らは 「mi-

croformの 学術雑誌 は, 人 々に受 け入 れ られな い け

れ ど, paperless journalは10年 以 内 に主要 な情報

メディアになるだろ う」 と述べて いた。70年 代の後半

になると, Senders(1977)が 本 格的 な検討 を行 い, 

Greaster(1976)が, 一次雑 誌 の最 も有望 な代 替物

にっいて印鰯 体の学術雑誌 の改良を含めて調査 した。

そ して, 80年 代 に入 って, イ ギ リスでBLEND-H

NCプ ロジェク トが行われ, Shackelら(1983)が 成

果 をまとめている。 なお, Sendersへ の批判 を行 い

なが ら, コンピュータ技術 の学術 出版へ の影響を冷静

に論 じたMontagnes(1981)の 論文は, 示唆 に富 ん

でいる。

4。 本質的 アブ鑓一チ

 学術雑誌を メディアとしたフォーマル ・コ ミュニケー

シ 設ンの在 り方は, 常 に批判 の対象 とな ってきた。 プ

レプ リントの流通促進, マイ クロフィルム, マイクロフィ

ッシェ, マイ クロカ ー ドの 出現, そ してelectronic

joumalの 創生 とい った形 で, その批 判が 表現 され

た。 しか し, これ らの代替 フォームを論ず る華 々 しさ

よ りも, 地道 に生 き抜 いてきた学衛雑誌 の強靱 さが印

象深 い。 この強 さを根底で支 えているもの こそ, 学術

雑誌: の本質(変 わ らないもの)で はないだ ろうか。

 速報性 は学術雑誌の強 さを支 えて いるのだろ うか。

た しかに, 多 くの入々 に新 しい知見を迅速 に伝達 す る

シス テムとして学術雑 誌 は支持 されて きた。 しか し, 

速 さだ けな ら遙 かに優 れた シス テムが, すでに存在 し

ていたはずである。学術雑誌が今 日まで発展 して きた

理 由は, ど こにあるのだ ろ うか。 それ は, 学術雑誌 が

入 々に もた らす情報の質的信頼性 の高 さにあ るOそ し

て, この情報 の質 を鯛御す るメカニ ズムこそ, レフェ

リーシステムに他 ならない。 レフェ リー システムは, 

信頼性の ある情報を公衆へ伝達 していく際 フィルター

として機能 す るだ けでなく, 論文評価をめぐって著者 ・

レフェ リー ・編集者の三者 による真剣 な意見交換 を可

能にす るフォーラムを提供 して きたのである。学術雑

誌が, 科学 コ ミュニケー ションにおける中心的 メディ

ァ として維持 されて きた理 由は, ここに集約で きるで

あろ うO

 レフェ リー システムを対象 と した本質的 アプ ローチ

は, Zuckerman&Mert。 貧(1971)に よ って, 本

格的 に行 われた。彼 らは, 分野による論文却下率パター

ンと, 物理学 の代表誌 で あ るPhysical Reviewを

例 と した レフェ リーシステムの現状を分析 した。 その

後の主要 な調査 は, 15ケ 国 ・43分 野か らの 約150誌 を

分析 したJuhaszら(1975)の ものや, イ ギ リス の32

の 自然科学雑誌 を対象 に したGOrdon(1978)の 調

査な どがあ る。 また, 論 文審査 をめ ぐる様 々な問題

例えば レフェ リー間の判定 の不一致, 審査 の匿名性 の

あ り方, レフェ リーの保守主義, レフェ リーによる盗

用 な ど, が 整 理 され る必要 が あ る。 と くに, New

England Joumal of Medicineの 編集委員長であっ

たFranz Ingelfingerに よって示 され た 「研 究者 は

学術雑誌 に受理 された論文 を注意深 く扱 うべきであ り, 

医学 ジャーナ リズムに公刊前 に発表す べ きで はな い」

というルールは, 学術情報の伝達において, 速報性 と信

頼性の どちらが重要であ るか とい う論争 の的にな って

いる。このIngelfingerル ール の問題点 は, CullitOn

(1972)に よって まとめ られている。そ して, このル ー

ルへの代表的批判 は, JAMAの 編集者 であるGrouse

(1981)に よ ってなされた。

5。 図書館 的アブ 難一チ

 図書館 資料 としての学術雑誌 とい う視点か ら調査す

るアプ ローチであ り, 私 たちにとって最 も理解 しやす

い。学術雑誌 の選択, 受入, 排架, 貸出, 目録 製本



 102 医学図書館 Vol.33 No.2, 1986

とい った, 業 務に基 づいた実務的 な内容 をまず あげる

ことがで きる。 さらに, コア ・ジャーナルと蔵書構築

相互利 用 と雑誌, 分担収集 と共同利用, 雑誌の欠号 と

流通, 抄録 ・索 引誌 の分析, 文献記載法 と標準化, 雑

誌管理 システムの開発, 総合 目録 とネ ットワーク, 貸

出や複写 による利用調査 など, 様 々な対象が存在する。

 本稿 の目的 は, 図書館的 アブ冒一チ以外の視点の重

要性を明示す ることにあり, このアプローチによるキー

ペ ーパ ーは, L.T. Morton"How to use a medi-

cal librar"(London, Heinemann Medical

Books)の 最新版や, 後述 す る基本 的単行 書 の文 献

リス トか ら見っ け出 して もらいたい。 ここでは, 一 例

として, 利用調査のキ ーペーパーをあげ るに とどま っ

てい る。
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5) Zuckerman, H. and Merton, R.K.: Patterns 

 of evaluation in science, institutionalisation, 

 structure and functions of the referee system. 

 Minerva, 9: 6-109, 1971.

(3)図 書館 的アブ 麺一チ

1 ) ilgour, KG.: Use of medical and biolo-

 gical journals in Yale Medical Library. 

 Bulletin of the Medical Library Associa-

 tion, 50: 429, 1962. 

2 ) Wood, DN. and Bower, CA.: Survey of 

 medical literature borrowed from the 

 National Lending Library for Science and 

 Technology. Bulletin of the Medical Libra-

 ry Association, 57: 7-3, 1969.

III. 基 本 的 な書 誌 単 行 書, 雑 誌

学 術雑 誌研究のための主要 な書誌, 単行書, 雑誌 を

紹介 してみたい。書誌 は, 過去 のキーペーパ ーを遡及

的に調査 す るうえでの情報 源 とな り, 雑誌 はcurrent

aweameSSの ための資料 とな る。単行 書 は, 体系 的

な理解 を得 る ことができ, 過去 の研究動向や現在の課

題 を知 る ことができる信頼性の高 い情報源であ る。単

行書 の中には, 教科書的 な ものだ けで なく, 論文集や

会議録 も入 っているが, いずれ も学術雑誌 を知 るうえ

で忘れ ることので きないものであ る。単行書 は, 総合

的 なもの, 歴史, 未来, 論文の書 き方 ・編集 ・出版, 

そ して科学 コ ミュニケーシ 糞ンの5つ にわけて示 した。

1. 書 誌

学術雑誌を扱 った主要 な論文 を知 るには, 主要 な教

科書の文献表や, 各 自が関心 を抱 いた論文 の引用 リス

ト, そ して定評 ある レビューを利用す る方法があ る。

ここであげる2っ の書誌 は, より広 い視点か ら学術雑

誌研究の全体像を捉え ることがで きるものであ り, 有

益 なッールとな るであろ う。

1 ) Hills, J.: A review of the literature on 

 primary communications in science and 

 technology. London, Aslib, 1972.

この本は, タイ トルか ら示 されているよ うに, 書誌

とい うよ りは総説 といえる もので ある。1950年 か ら19

71年 までの期間 をカバ ー し, 8っ の トピックスに分 け

て551の 文献 を リス トして いる。学術 雑誌 を中心 と し

た フォーマル ・コ ミュニケーシ ョンが中心であ るが, 

会議 での予報的 な伝達 やインフォーマル ・コ ミュニケー

シ翼ンまで, 幅広 く収載 してい る。 とりあげてい る ト

ピックスは, (1)会議 と会議録 の機能 と利用についての

調査, (3)予報的伝達のための種 々の フォーム, 例 えば

レターや短報にっいて, (3)著者 と編集者 に関す る もの

で, 著者性 や レフェリー制度 も含 む, (4)雑誌 出版の経

済性, (5)学術雑誌(3)出 版方法 をめ ぐって, 刊行遅れ

とイ ンフォーマル ・コ ミュニケーシ 黄ン, プ レプ リン

トやマイクローフ建～ムといった代替 メディアについ

て, (7)文献情報の利用傾向 とその伝達 に関す るもの, 
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利用調査, 利用者調査, 引用分析 などを含 む, (3)二次

資料 の出版 を扱 った もの, となって いる。

2) Mann, M. Primary communication, a 

 review of literature since 1970. Leicester, 

 Primary Communication Research Centre, 

1982。(写 真1)

学術情報の一次伝達を扱 った この書誌 は, 前項 で触

れたHillsの 著作 を 引 きつ い だ もので あ り, 1970年

か ら1980年 までを対象 に, 627文 献 を リス トしている。

Hillsの 著作 は, 書誌 とい うよ りは総説 であ ったが, 

Mannの 方は主要 な文献 に注釈 を付 けた もの で あ り, 

reviewで はな くannotatedbibliographyと な っ

ている。一次情報伝達 に関す る総合的な研究(Gene-

ral), 知識の作 り手 と しての研究者(SchOlar), 編 集 や

雑誌出版の代替方 式 を含ん だ学術 出 版活 動(Pub1L

sher), 学術雑誌を中心 とした出版 物(Product)の

4っ のセ クシ葺ンにわけ られてい る。そ して, さ らに

これ らの4セ クションを系統的 に細分 してお り, 使 い

やすい。

HillsとMannの 書誌は, いず れ も英語 で書 かれ

た文献 に限 られて いるが, 学術雑誌 を中心 と した一 次

情報伝達 の全体を知 るうえの最良の書誌 となっている。

2. 単行書

1) 総合的な教科書

学術雑誌の最 も基本 的な教科書 を選択するとしたら, 

Houghto獄(1975)とLambert(1985)(写 真2)の

著作があげ られるであろ う。 この2著 は, 同 じ出版 社

か ら刊行 されてお り, Lamberも の著書 の方 が歴史 的

記述を減 らし, 逆 にelectronic joumalやelectronic

document delivery systemsと い った将 来 の動 向

に紙数 をさいて いる。 しか し, 基本的 な構 成 は良 く似

ているよ うだ。 また, 引用分析 にっいて も, それぞれ

独立の章を もうけてお り, 小型本 であ りなが ら学術雑

誌 にかかわ る主題を簡潔 にま とあている。文章 も読 み

やす く, 標準 的な教科書 であ り, 図書館学 の学生 を主

な対象 として書 かれた もので ある。

Warren(1981)(写 真3)とKronick(1985)(写

真4)の 著書 は, 生物医学分野の学生, 大学院生, 臨
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床家研究者を読書対象 と して い る。Warrenの もの

は, 著名な執筆者によ り分担 して書 か れて い る。New

Engla綴Joumal of Madicine 誌 の現 在 の編 集

委員長 であ るA.S. Relman, 引 用索 引の創始 者E.

Garfield, Bulletin of the Medical Library Asso-

ciation 誌 の有 名 な コ ラム"Joumal Note"を 担

当 して いるWK. Beatty, National Library of

Medicine のMM. Cummings, そ して科学 史家 の

D.S. Priceな ど, いずれ も大家 の名がな らんでいる。

Kronickの 著 書は, 文献 を読 み, 実験 ・調査 を行 い, 

論文 を書 くという研究活動全体 に役 に立っガイ ドとなっ

て いる。Warrenの ものが, やや読 み物 的 であ るの

に対 して, Kronickの 著作 は単 独 で書か れて い る こ

ともあ り, ま とまりのあ る構成 とな ってい る。研究者

自身 によ る個人文献 ファイルの作 り方, 二次情報源 の

ガイ ドとい った実践 的な章か ら, 科学 コ ミュニケーショ

ンの将 来像 を検討 する章 まで, 広 いパ ースペクテ ィブ

を示 してお り, 巻末 に484の 文献 リス トを掲載 している。

 Osbom(1980)の 著作 の評価 はす でに定 ま ってい

る。図書館資料 と して の学術雑誌 を中心 と した逐次刊

行物 の全体 を, 実際の業務 にそ って詳細 に記述 してい

る。図書館の雑誌担当者が, 自らの業務指針 として信

頼 しえ るもので ある。Meadows(1979)(写 真5)の

編集 したAshb readers seriesの 第2巻 は, 学術雑

誌 につ いての基本的論文を7主 題 にわけて集めたキー

ペーパ ー集 であ る。英 国の最 も著名 な学術雑誌研究者

の1人 であるMead。wsの 解 説 が各章 ご とにつ け ら

れてい る。第7章 の学術雑誌の将来 に関す るキーペ ー

パ ーと して, 1948年 イギ リスの王立協会が主催 した科

学情報 につ いての国際会議で発表 され たJ.D.Bemal

の論文 を第一 にあげて い た。slectronic joumalに

つ いて語 る時, 約40年 近 く前 のBernalの 革 新的提

言 にまで もどることが示唆されてい る訳であ る。

2)歴 史

 KrOnick(1976)の 著作 は, 彼 が1956年 に シカゴ

大学大学 院の博 士学位 を受 けた論文 を印劉 した もので

あ り, 1962年 に初版 が刊行 され た。1665年 か ら1790年

までの学術雑誌 の史的発展 を, 多 くの引用 を示 しなが

ら記述 した研究書 である。わが国で は見 ることので き
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な いような雑誌を, 巻末 のタイ トル索引を引 くことで, 

それ らの概要を知 ることがで きる。学術雑誌の歴史的

研究 には不可欠 の資料で ある。

 世界を代表す る学術 出版社 の1っ にオラ ンダの エル

ゼ ビア社(Elsevier)が ある。1580年Leidenで 本 格

的 な出版 と販売活動 を開始 してか ら400年 が経 過 して

いる。 これ を記念 して エルゼ ビア社 か らMeadows

(1980)に よ り出版 史の本 が刊行 された。 その著 作 の

巻頭を飾 ったMantenの 論 文 は, 1850年 以 前 の学 術

雑 誌出版の歴史を理解す るうえで有 益であろ う。写本

を求あて各地を旅す る学者, 書籍巡 回販売人 とい った

中世末期の学術 コ ミュニケーシ ョンの特徴 か ら説 きお

こ してお り, 興味深 い読み物 にな ってい る。

 中山(1974)(写 真6)の 著作 は, 日本語で読め るだけ

に, 学術雑誌や学会 の歴史 を知 るうえでの必読書であ

る。Thornton(1966)(写 真7)の 著作 は, 医 学 に関

する書物 と書誌 を扱 った医学文献学 の古典的 な大著 と

いえ る。1949年 に初版 が刊 行 され, 日本の医学雑誌や

医学 中央雑誌 にっいて も言 及 している。

3)未 来

 図書館 と情 報をめ ぐる分野で, 戦 後私 たちに最 も大

きなインパ ク トを与え た単行書を1冊 だけあげるな ら

ば, Lancaster(1978)の"Toward paperless infor-

mation systems"で はないだろ うか。 フォーマル ・

コ ミュニケー ションの中心的 メデ ィアであ る学術雑誌

の危機の 時代 と して現 在 を と らえ, MEDLARSを

始 ま りと した機械可読 フ ァイルの成長を指摘 しなが ら, 

すでにpaperless社 会へ と変容 しつっ あ る状 況 を描

いてみせた。学 術雑誌 の未来 を考え る時, コ ンピュー

タや通信技術 の発展 が研究社 会にどのような影響を与

え, 科学 情報 の伝達 システムにいか なる変化を もたら

すかを, 推測する必 要が あ る。 この よ うな巨視 的な

視点 に立ち, 学術雑誌 の明 日を展望 しなければ ならな

い。出版後9年 目になろ うとしているが, Lancaster

の提示 したシナ リオは新鮮 さを失 っていない。

4)論 文の書 き方, 編集, 出版

 学術雑誌 というプロダク トが, どのよ うに産 み出さ

れるのかを, 研究者 による論文執筆過程か ら理解 する

必要 がある。
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 Day(1979)(写 真8)の 著作 は, 彼が編集者 の立場

か ら科学論文 の書 き方を教えて きた経験 に基 づいて書

かれた ものである。各章はHow to式 の アブ 覆一チ

でまとめ られ, 抽象 的な議論 を廃 している。彼 は, 科

学者 に対す る教育 や訓練 が, あま りに研究申心であり, 

コ ミュニケー シ翼ンのたあの技術が無視 されているこ

とを批判 して いる。科学論文 とは何か ということか ら

は じまり, 編集, 論文審査, 出版, 珊綱請求 にっいて

も言及 して いる。ユ ーモアを混えた文章 は, この種の

単行書 にあ りが ちな堅苦 しさを払拭 してお り, 好感が

もて る。増 補 された第2版 が1982年 に出版 されたが, 

掴人的 には第1版 の簡潔 さをお勧 あ したい。

 O,Connor(1978)(写 真9)は, ELSE(European

Life Science Editors)を 代表 す る編集 者 であ る。

編集や 出版 ・印捌 について詳 しく説明 してお り, 編集

者 の役割 を理解す る ことができる。 レフェ リーの機能

にっ いて も一章 を もうけており, 編集の将来像 も展望

して いる。学術情報 の流通 システムの全体を, 編集者

の 目を通 して具体的 に知 ることが可能であ る。

 Balaba獄(1978)(写 真10)の 編 集 した686頁 にわ た

るこの書 は, 1977年 エル サ レムで開 催 され た第1回

Inもernational Conference of Scientific Editors

の会 議録 であ る。科学情報をめ ぐる過去の著名な会議, 

1948年 の ロン ドンで開催 されたRoyal Society Sci-

entific Information Conferenceと1958年 の ワ シ

ン トンで行 われ たNational Academy of Sciences

International Confereace on Scientific hlfor-

mationの 二 っの会議 を, 批判的 に継承 している。学

術情報の流通過程 に果 たす編集者の役割を強調 しなが

ら, 情報流通の諸問題 を, より現実的に検 討 しよ うと

した ものであ る。 なお, 1977年 の会議を契機 に, 国際

的 な編集 者組 織 がIFSEA (lntenational Federa-

tion of Scientific Editor's Associations) と し

て形成 された。 本書 は, 科学情報 にっいての歴史的 な

会議記録 とな るのではないだろ うか。

9) 科学 コ ミュニケー シ灘ン

学術雑誌 は, 科学 コ ミュニケーシ ョンの なかで, い

かなる位置 を占め, 今後 どのような役割を果た してい

くのだ ろうか。 これは, 学衛雑誌を考え るうえでの, 
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最 も中心的なテーマである。

 Bemalの 著作 は, 1939年 に第1版 が出版 され, 科

学社会学 の古典 といえる。彼 は, 学術雑誌を否定 し, 

プ レプ リン トを申心 と した情報交換 シス テムを提示 し

た。一方, Ziman(写 真11)は 学術雑誌を支持 し, と

くに信頼性の高 い情報を公衆へ伝達 する重要 な メディ

アであるとい う認識を示 した。 また, Lancetの 編 集

者で あったFOx(1965)は, 伝達 を 目的 と したnews-

paper IOumalと, 記録を主に したrecorder jour-

登alに わ け, 前者の伝達機能を強化 す ることによ って

学術雑誌の改革 を主張 した。 この3者 の学術雑誌へ の

考え方は, 各 々異 な っているが, 学術雑誌の問題点や

本質 を正確 に とらえて いる。Meadows(1974)の 著 作

は, 絶版 になって久 しいが, イギ リスにお ける学術雑

誌 研 究 の 中 心 で あ るPrimary CommunicatiOn

Research Centreの 主導 者 に よる代表 作 で あ る。

Price(1970)の 著作は, 情報 の指数的 成長 を示 した

ことで, 多 くの人々に引用されているが, 一方 では批判

的な読み方 も必要 ではないだろ うか。Garvey(1981)

の翻訳書は, 原本 の完全訳で はないが, 調査 データが

豊富であ り参考 になるだろ う。

 基本的な単行書

(1) General; textbook and readlngs

1) Houghton, B.: Scientific periodicals, their 

 historical development, characteristics and 

 control. London, Clive Bingley, 1975. 

2) Kronick, DA,: The literature of the life 

 sciences. Philadelphia, 151 Press, 1985. 

3) Lambert, J,: Scientific and technical jour-

 nals. London, Clive Bingley, 1985. 

4 ) Meadows, A.J.: The scientific journal. 

 London, Aslib, 1979. 

5) Csborn, AD.: Serial publications, their 

 place and treatment in libraries. Chicago, 

 American Library Association, 1980. 

6) Warren, KS.: Coping with the biomedical 

 literature. New York, Praeger, 1981.
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(2)History

1) Kronick, DA.: A history of scientific 

 and technical periodicals; the origins and 

 development of the science and technical 

 press 1665 -1790. Metuchen, Scarecrow 

 Press, 1976. 

2) Manten, AA.: The growth of European 

 scientific journal publishing before 1856. 

 In. Meadows, A.J. (ed): Development of 

 science publishing in Europe. Amsterdam, 

 Elsevier, 1980. pp.1-22.

3)中 山茂/歴 史 としての学問.東 京, 中央公論社, 

1974.

4) Thornton, J.L.: The growth of medical 

 periodical literature. In. Medical books, 

 libraries and collectors. 2nd Rev Ed. Lon-

 don, Andre Deutsch, 1966, pp. 215-235.

(3) Future

1) Lancaster, F.W.: Toward of paperless in-

 formation systems. New York, Academic 

 Press, 1978.

(4) Wrlting, Editing and Pubilishing

1) Balaban, M.; Scientific information trans-

 fer; editor's role. Dordrecht, Reidel Pub., 

 1978. 

2) Day RA,: Tow to write and publish a 

 scientific paper. Philadelphia, 1ST Press 

 1979. 

3) O'Connor, M.: Editing scientific books 

 and journals. Wells, Pitman Medical, 1978.

(2) Scientfic Communication

1) Berna1, J.D.: 科 学 の社 会 的 機 能. 東京, 創 元社, 

1970.

2) Garvey, WB.: コ ミュ ニ ケ ー シ 蓑 ン. 東 京, 敬

文 堂, 1970、

3) Fox, T.: Crisis in communication; the 

 functions and future of medical journals. 

 London, Athlone Press, 1965. 

4) Meadows, A.J. a Communication in science.

London, Butterworth, 1974.

5) Price, DJ.de S.: リ トル ・サ イエ ンス ビック ・

サ イ エ ンス. 東 京, 創 元 社, 1970.

6) Ziman, J.: Public knowledge; the social

dimention of science. London, Cambridge

University Press, 1974。

3. 学 術 雑 誌

〈 学 術 雑 誌〉 に 関 す る論 文 を 多 く掲 載 して い る雑 誌

をあ げ る こ とに す る。 カ ナ ダの トロ ン ト大 学 出 版 局 か

ら発刊 され て い るScholarly Publishing, 米 国 電 気

電子 工 学 協 会 で発 行 され て い る IEEE Transactions

on Professional Communication, 図 書 館 員 向 け

実 務 誌 で あ る Serials Librarians, EASE (Euro-

pean Association of Science Editors) の ニ ユ ー

ス レタ ーで あ る Earth & Life Science Editing (写

真12), Meadows や Garfield らが 編 集 に 参 加 し て

い る Scientmetrics, そ して こ の Scientmetrics に
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吸 収 合 併 さ れ たJournal of Reseach Communi-

cation Studies な ど を あ げ る こと がで き る。

 総説 誌 と して は, Advances in Librarianship, 

Annual Keview of Information Science and

Technology (ARIST), Progress in Communica-

tion Sciencesな どが あ る。 例 え ば, ARISTの1983

年 版 を 見 る と, P.J. Hillsが 学 術 情 報 伝 達 プ ロセ ス

に 関 す る レ ビ ュー を ま とめ て い る。

 な お, 二 次 情 報 源 と して は, Index Medicus が 有

用 で あ ろ う。 「Periodicals」 や 「Writing」 と い う

MeSHの も とで必 要 な 文 献 を 見 っ け る こ とが で き る。

ま た, Bulletin Of the Medical Library Associa-

tiOn誌 の 文 献 紹 介 コ ラ ム で あ る"Joumal Note"

も忘 れ られ な い。

IV、 お わ り に

 学術雑誌 をテ ーマに した調査 や研究 をは じあよ うと

する入 々を対 象に, 5っ のアブ 冒一チの しか たとキー

ペーパ ー, そ して基本的 な書誌 ・単行書 ・雑誌 などを

紹介 した。学術雑誌 とい うテーマを, 様々な視点か ら

解 き明か して もらいたいと考えて いる。 とくに, 図書、

館資料 と して の学術雑誌 といった視点だ けでな く, 科

学 コ ミュニケー ションの主要な メディアであ るとい う

認識の もとに考察 して いく必要があ る。学術雑誌 の未

来を考え ることは, 科学 コ ミュニケー シ螢ンの明 日を

展望す ることになろう。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎茂明著：『学術雑誌研究への手引』の転載にあたっては、著者と日本医学図書館協

会から転載許諾を得ました。 

日本医学図書館協会発行「医学図書館」99-110ページ、33巻、2号、1986年より転載。 

















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎茂明著：『Librarianship：遠くまで歩いていくために』の転載にあたっては、著者と日本薬学図書館

協議会から転載許諾を得ました。 

日本薬学図書館協議会発行「薬学図書館」14-20ページ、35巻、1号、1990年より転載。 

















 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山崎茂明著：『医学図書館員の専門性をみがくために』の転載にあたっては、著者と日本医学図書館協会か

ら転載許諾を得ました。 

日本医学図書館協会発行「医学図書館」254-260ページ、46巻、3号、1999年より転載。 
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あとがき 

 

 

「学びの場としての学術雑誌塾」を電子出版することは、「学術雑誌塾報告1～4」、「学

術雑誌塾通信1～59」がインターネット上でいつでも誰でも読めるようになる、という

ことです。つまり電子ブック化は我々の学術雑誌塾活動が広く知られることを意味し

ます。 

私にとって学術雑誌塾のメンバーは「同期」と言う言葉がふさわしいです。学術雑

誌塾で学んだ「同期」とは、同時期に医学図書館で働き始めた若手、そして学術雑誌

塾で同時期に学びはじめた人たちです。同期とは「入学・卒業・入社などの年度が同

じであること(明鏡国語辞典 初版 大修館書店刊 2002年)」ですが、学術雑誌塾で学び

合い、仕事の悩みを言い合える仲間だったので、学術雑誌塾活動期(1985年から1990年)

は、学術雑誌塾塾生はみな「同期」という間柄であったと考えられます。 

2018年(平成30年)5月19日の『山崎茂明さん退官のお祝い』会で私は約30年ぶりに「同

期」と再会し学術雑誌塾での思い出を語りながら同窓会気分に浸っていました。会の

最後に、山崎さんから「学術雑誌塾の報告書や通信、今日のことを電子ブックにして

下さい」という課題が出されました。昨秋横浜の山崎さんを訪ねた時、牛澤典子さん、

木下眞由美さんの名前が編集委員として挙がりました。そしてその後4人で12月、2月、

3月、5月、6月に5回の打合せをしました。そして「学びの場としての学術雑誌塾電子

版」は令和元年7月にまとまりました。 

学術雑誌塾は昭和の終わりから平成初めにかけて活動し、平成の約30年間は活動を

休止していました。しかしその30年間は塾生各自が学術雑誌塾で学んだこと経験した

ことを基盤に飛躍した期間であったと思います。そして学術雑誌塾電子版が平成の幕

が下りる時期に企画されて編集が行われ、令和元年に出版されました。これも山崎茂

明塾長、山口直比古顧問、青木仕顧問、そして学術雑誌塾「同期」の熱い思いがあっ

たからだと思います。 

学術雑誌塾同期の皆さんは、現在それぞれの分野で活躍しています。その活躍は同

期の「学術雑誌塾の思い出」で語られています。同期の「その後の30年間と今」を知

ってください。 
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